
 

 

  

診療実績 

 
 

診療活動 

 

患者数は県内トップクラスの外来患者数を維持しています。新患数でも県内１を維持しています。病

棟からのコンサルテーション数も多く、せん妄や抑うつなどを身体科と連携して治療しています。自殺

企図患者などを救急科による身体的治療と並行して、必要に応じて地域の精神科病院に転院させるネッ

トワークも構築されています。他院で受け入れ困難な精神疾患患者の身体疾患も、各科と連携して受け

入れています。 

児童思春期の患者も引き続き多数来院しており、2022 年 4 月より「こどものこころのケアセ

ンター」を開設し、従来行っていた遊戯療法・ペアレントトレーニング・学習障害支援

プログラムなどの治療プログラムに加えて、デイケア・ソーシャルスキルトレーニン

グ・ストレスマネジメント・親のための心理教室などのプログラムを開設し、利用者が

増えています。ホームページやパンフレットなどの広報活動により、教育・行政機関か

らの問い合わせが連日あります。児童に限らず、近年は非薬物療法のニーズが高いこと

に応え、臨床心理士と連携してペアレントトレーニング・ソーシャルスキルトレーニング・認知

行動療法・遊戯療法などの非薬物療法を充実させてきました。成人の発達障害患者も増加傾向に

あり、成人のソーシャルスキルトレーニングはメンバーも増えています。  

研究では、桐野は functional MRI と脳波の同時測定による functional connectivity の研究を継続し

ています。児童思春期のメンタルヘルスなどのテーマで講演依頼も多く、地域医療に貢献しています。 

 

研究活動 

 

英文原著 

1. Nagai Y, Kirino E (corresponding author), Tanaka S, Usui C, Inami R, Inoue R, Hattori A, 

Uchida W, Kamagata K, Aoki S. Functional connectivity in autism spectrum disorder evaluated 

using rs-fMRI and DKI. Cereb Cortex. 2023 Nov 27:bhad451. doi: 10.1093/cercor/bhad451<順天

堂大学医学部精神医学講座 永井康仁 学位指導論文> 

2. Oka S, Ogawa A, Osada T, Tanaka M, Nakajima K, Kamagata K, Aoki S, Oshima Y, Tanaka S, 

Kirino E, Nakamura TJ, Konishi S. Diurnal Variation of Brain Activity in the Human 

2-21 メンタルクリニック 



 

Suprachiasmatic Nucleus. J Neurosci. 2024 Feb 21;44(8):e1730232024. doi: 

10.1523/JNEUROSCI.1730-23.2024. PMID: 38238074; PMCID: PMC10883613. 

3. Yaguchi T, Ichinokawa H, Kirino E, Suzuki M, Komori K, Matsunaga T, Takamochi K, Suzuki 

K. Predictive factors for postoperative delirium in thoracic surgery. Gen Thorac Cardiovasc Surg. 

2024 Mar 21. doi: 10.1007/s11748-024-02014-0. Epub ahead of print. PMID: 38512455. 

 

和文総説 

1. 桐野衛二：COVID-19 後の適応障害. (特集 COVID-19 後の診療の工夫と心のケア). JOHNS 40 

(8) 885-886 

和文報告その他 

1. 須藤路子，東根明人，伊藤憲治，桐野衛二：幼児の言語能力と社会認知能力の発達に運動が与える

効果．日本音響学会講演論文集: 1013-1016. 2023 

 

主な競争的資金の獲得状況 

1. 令和６-令和 10 年度 基盤研究(C) （研究代表者 桐野衛二）課題番号 fMRI fMRI 脳波 拡散 MRI

同時計測による自閉症スペクトラム障害の年齢継時的検討  Simultaneous fMRI-EEG-DTI 

Longitudinal Recording of Functional Connectivity in Patients with Autism Spectrum Disorder. 

¥3,500,000 

2. 令和 3 年度-令和 8 年度 基盤研究(C)（研究代表者 臼井千恵 分担研究者 桐野衛二 他）携帯

アプリを用いた慢性疼痛増悪因子の解明及び予防的デジタルメディスン開発の研究 

https://nrid.nii.ac.jp/external/1000090276460/?lid=KAKENHI-PROJECT-15K01855&mode=kaken-d

